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１ 調査の目的 

本市では、より一層の子育て支援施策の充実に向けて、次年度（2019年度）に「第２期子ども・

子育て支援事業計画」を策定します。（計画期間：2020年度～2024年度） 

本調査は、計画の策定にあたり、子育て中の市民の現状や意見、子育て支援に関するニーズなど

を把握し、市や国・県の子ども・子育て支援施策の検討に利用することを目的として実施したもの

です。 

  

２  調査概要 

● 調査地域：市全域 

● 調査対象者： 

市内在住の就学前の児童を養育する保護者（以下「就学前児童」という。） 

市内在住の小学校の児童を養育する保護者（以下「小学校児童」という。） 

● 調査基準日：平成 30 年４月１日 

● 調査期間：平成 30 年 11 月 28 日（水）～平成 30年 12 月 21 日（金） 

● 調査方法：郵送による配布、回収 

● 調査の回収状況： 

種別 配布数 回収数 有効回収数 有効回収率 

就学前児童 1,000 493 493 49.3% 

小学校児童 1,000 464 464 46.4% 

【参考】前回（平成25年度）調査の有効回収率：44.7％（就学前～小学４年生までを対象） 

     

３  本資料の見方 

● 本調査の中から、主な設問の集計結果を速報するものです。 

● 回答結果の割合「％」は回答者数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２位で四

捨五入したものです。単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）の設問の一部は、

合計値が 100.0％になるよう調整しています。 

● 複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごと

の回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100.0％を超える場合が

あります。 

● 図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が

困難なものです。 

● 図表中の「Ｎ（number）」は、集計対象となった回答者数（あるいは回答者を限定する設問の限

定条件に該当する人）を表しています。 

● 本文中の設問の選択肢について、長い文は簡略化している場合があります。 
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４  集計結果速報（主な設問の集計結果） 
 

１．お子さんとご家族の状況について 

 

（１） 

お子さんの年齢・学年（生年月から算出）、 

【就学前児童 問１（１）】【小学校児童 問１（１）】 

� 就学前のお子さんの年齢は、「４歳児」と「５歳児」が共に20.1％と最も高く、次いで「３

歳児」が19.1％となっています。 

� 小学校のお子さんの学年は、「小学校６年」が19.6％で最も高く、次いで「小学５年生」が

17.0％となっています。 

 

 

（２） 

お子さんの人数（１つに○） 

【就学前児童 問１（２）】【小学校児童 問１（２）】 

� お子さんの人数は、就学前児童では「２人」が42.4％で最も高く、次いで「１人」が33.9％

となっています。 

� 小学校児童では、「２人」が55.8％で最も高く、次いで「３人」が23.5％となっています。 

 

14.0 8.5 16.4 19.1 20.1 20.1 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=493）

０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 不明・無回答

12.7 15.5 16.2 16.8 17.0 19.6
2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校児童

（N=464）

小学１年生 小学２年生 小学３年生 小学４年生 小学５年生 小学６年生 不明・無回答

33.9

15.7

42.4

55.8

17.6

23.5

2.8

2.2

0.4

0.6

0.4

2.4

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N＝493）

小学校児童

（N＝464）

１人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人以上 不明・無回答
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（３） 

この調査票にご回答いただく方（１つに○） 

【就学前児童 問１（４）】【小学校児童 問１（４）】 

� 就学前児童では、「母親」が86.2％、「父親」が12.0％となっています。 

� 低学年では、「母親」が80.8％、「父親」が16.8％となっています。 

 

 

（４） 

お子さんの保護者（１つに○） 

【就学前児童 問１（５）】【小学校児童 問１（５）】 

� 就学前児童では、「両親」が93.3％、「母親のみ」が3.2％、「父親のみ」が0.4％となって

います。 

� 小学校児童では、「両親」が89.4％、「母親のみ」が5.4％、「父親のみ」が1.3％となって

います。 

 

  

86.2

80.8

12.0

16.8

0.2

0.4

1.6

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=493）

小学校児童

（N＝464）

母親 父親 その他 無回答

93.3

89.4

0.4

1.3

3.2

5.4

0.2

0.2

2.8

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=493）

小学校児童

（N=464）

両親 父親のみ 母親のみ その他 無回答
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（５） 

お子さんの子育て（教育を含む）を主に行っている方（１つに○） 

※お子さんからみた関係でお答えください。 

【就学前児童 問１（６）】【小学校児童 問１（６）】 

� 就学前児童では、「父母ともに」が65.3％と最も高く、次いで「主に母親」が32.0％で続い

ています。 

� 小学校児童では、「父母ともに」が62.3％と最も高く、次いで「主に母親」が34.5％で続い

ています。 

 

 

（６） 

お住まいの小学校区（１つに○） 

【就学前児童 問１（７）】【小学校児童 問１（７）】 

� 就学前児童では、「野洲」が28.0％で最も高く、次いで「北野」が26.6％で続いています。 

� 小学校児童では、「野洲」が31.9％で最も高く、次いで「北野」が19.8％、中主が19.4％で

続いています。 

 

 

 

65.3

62.3

32.0

34.5

0.4

1.1

0.2

0.6

0.2

1.6

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=493）

小学校児童

（N=464）

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 不明・無回答

28.0

7.1

14.6

4.9

26.6

17.8

1.0

31.9

4.7

17.7

4.5

19.8

19.4

1.9

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

野洲

三上

祇王

篠原

北野

中主

不明・無回答

就学前児童（N=493）

小学校児童（N＝464）
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２．保護者の就労状況について 

 

（１） 

お子さんの保護者の現在の就労状況についてうかがいます。（１つに○） 

【就学前児童 問２】【小学校児童 問２】 

� 就学前児童の母親は、「以前は就労していたが、現在は就労していない」が29.7％で最も

高く、次いで「フルタイム以外で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」が26.3％、

「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」が24.2％と続いていま

す。 

� 小学校児童の母親は、「フルタイム以外で就労しており、産休・育休・介護休業中ではな

い」が38.0％で最も高く、次いで「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中で

はない」が29.5％、「以前は就労していたが、現在は就労していない」が22.1％で続いてい

ます。 

� 父親は、就学前、低学年のいずれも、「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業

中ではない」が80％程度で最も多くなっています。 

 

≪母親≫ 

 

≪父親≫ 

 

 

24.2

29.5

13.8

1.3

26.3

38.0

1.6

0.4

29.7

22.1

2.4

3.5

1.8

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=491）

小学校児童

（N=458）

就労している（フルタイム） 就労している（フルタイム、産休・育休中等）

就労している（フルタイム以外） 就労している（フルタイム以外、産休・育休中等）

現在は就労していない これまでに就労したことがない

不明・無回答

79.7

78.1
0.5

0.7 0.2

0.2

0.2

0.2

20.1

20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N＝477）

小学校児童

（N=439）

就労している（フルタイム） 就労している（フルタイム、産休・育休中等）

就労している（フルタイム以外） 就労している（フルタイム以外、産休・育休中等）

現在は就労していない これまでに就労したことがない

不明・無回答
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� 現在の家庭類型（保護者の就労等の状況で家庭を分類したもの）は、就学前児童では、「タ

イプB（フルタイム×フルタイム）」が43.2％で最も高く、次いで「タイプD（いずれか家事

専業）」が26.5％、「タイプC（フルタイム×パートタイム月120時間以上等）」が18.0％で

続いています。 

� 小学校児童では、「タイプC（フルタイム×パートタイム月120時間以上等）」が37.4％で最

も高く、次いで「タイプB（フルタイム×フルタイム）」が31.4％、「タイプD（いずれか家

事専業）」が22.0％で続いています。 

 

  

4.6

43.2

18.0

7.7

26.5

0.0

0.0

0.0

8.9

31.4

37.4

0.0

22.0

0.0

0.0

0.3

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

タイプＡ（ひとり親）

タイプＢ（フルタイム×フルタイム）

タイプＣ（フルタイム×パートタイム月120時間以上等）

タイプＣ’（フルタイム×パートタイム60時間未満等）

タイプＤ（専業主婦・夫）

タイプＥ（パート×パート月120時間以上等）

タイプＥ’（パート×パート60時間未満等）

タイプＦ（無業×無業）

就学前児童（N=377)

小学校児童（N=350）
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（２） 

「就労している（フルタイム以外で、産休・育休・介護休業中ではない）」、「就労して

いる（フルタイム以外で、産休・育休・介護休業中）」に○をつけた方にうかがいます。 

フルタイムへの転換希望はありますか。（１つに○） 

【就学前児童 問３】【小学校児童 問３】 

� フルタイム以外の就労をしている方に対し、フルタイムへの転換希望をうかがったところ、

就学前児童の母親では、「フルタイム以外の就労を続けることを希望」が54.7％で最も高

く、次いで「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」が22.6％で続

いています。 

� 小学校児童の母親では、「フルタイム以外の就労を続けることを希望」が63.6％で最も高

く、次いで「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」が25.0％とな

っています。 

� 父親については、就学前児童では該当者はなく、小学校児童では「フルタイム以外の就労

を続けることを希望」が50.0％となっています。 

 

≪母親≫ 

 

≪父親≫ 

 

  

14.6

6.3

22.6

25.0

54.7

63.6

2.9

0.6

5.1

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=137）

小学校児童

（N=176）

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

フルタイム以外の就労を続けることを希望

フルタイム以外の就労をやめて子育てや家事に専念したい

不明・無回答

0

0.0

0

0.0

0

50.0

0

0.0

0

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=０）

小学校児童

（N=4)

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

フルタイム以外の就労を続けることを希望

フルタイム以外の就労をやめて子育てや家事に専念したい

不明・無回答
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（３） 

「以前は就労していたが、現在は就労していない」または「これまで就労したことが

ない」に○をつけた方にうかがいます。 

就労したいという希望はありますか（１つに○） 

【就学前児童 問４】【小学校児童 問４】 

� 「現在は就労していない」または「これまで就労したことがない」方に対し、就労したい

という希望はあるかうかがったところ、就学前児童の母親では、「将来的に、一番下の子

どもが○歳になったころに就労したい」が59.5％で最も高く、次いで「すぐにでも、もし

くは１年以内に就労したい」が25.3％で続いています。 

� 小学校児童の母親では、「将来的に、一番下の子どもが○歳になったころに就労したい」

が43.6％で最も高く、次いで「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」が30.8％と

なっています。 

� 母親の就労希望時期（一番下の子どもが○歳になったころに就労したい）については、就

学前児童では、「３歳」が29.8％で最も高く、次いで「４歳」と「７歳」がともに17.0％で

続いています。小学校児童では、「７歳」が33.3％で最も高く、次いで「10歳」が13.7％で

となっています。 

 

≪母親の就労希望≫ 

 

  

11.4

25.6

59.5

43.6

25.3

30.8

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=158）

小学校児童

（N＝117）

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

将来的に、一番下の子どもが○歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

不明・無回答
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≪母親の就労希望時期≫ 

 

 

  

2.1

29.8

17.0

8.5

16.0

17.0

2.1

0.0

5.3

2.1

2.0

3.9

7.8

3.9

11.8

33.3

3.9

0.0

13.7

2.0

9.8

2.0

2.0

2.0

2.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

7歳

8歳

9歳

10歳

11歳

12歳

13歳

14歳

15歳

不明・無回答

就学前児童（N=94）

小学校児童（N＝51）
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３．育児休業制度など職場の両立支援制度について 

 

（１） 

お子さんが生まれた時、父母のいずれかまたは双方が育児休業を取得しましたか。 

（母親、父親それぞれについて、○は１つずつ） 

【就学前児童 問５】 

� 就学前児童の母親は、「取得した（取得中である）」が45.8％と最も高く、次いで「働いて

いなかった」が40.2％、「取得していない」が8.1％と続いています。 

� 就学前児童の父親は、「取得していない」が73.0％と最も高く、次いで「職場に育児休業制

度がない」が7.7％、「取得した（取得中である）」が6.7％と続いています。 

 

≪母親≫ 

 

 

≪父親≫ 

 

  

40.2 3.9 45.8 8.1 2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=493）

働いていなかった 職場に育児休業制度がない 取得した（取得中である）

取得していない 不明・無回答

0.6 7.7 6.7 73.0 12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=493）

働いていなかった 職場に育児休業制度がない 取得した（取得中である）

取得していない 不明・無回答
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（２） 

子どもを育てることと働くことを両立するために必要なことは、どのようなことだ

と思いますか。（○は５つまで） 

【就学前児童 問６】【小学校児童 問５】 

� 就学前児童では、「配偶者が家事や育児を分担し、協力すること」が83.8％と最も高く、次

いで「子育てしている者に配慮した勤務時間制度などがあり、それが実際に活用できる職

場環境」が75.7％、「多様な保育事業を充実すること」が49.1％と続いています。 

� 小学校児童では、「配偶者が家事や育児を分担し、協力すること」が74.8％と最も高く、次

いで「子育てしている者に配慮した勤務時間制度などがあり、それが実際に活用できる職

場環境」が73.1％、「配偶者や家族が働くことに同意し、理解すること」が54.3％と続いて

います。 

 

 

83.8

45.2

38.3

49.1

75.7

37.5

13.6

19.3

13.6

24.3

6.3

3.9

0.4

0.2

0.6

74.8

54.3

34.9

39.0

73.1

36.2

18.5

17.5

12.9

14.2

7.3

3.4

0.4

0.2

3.7

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

配偶者が家事や育児を分担し、協力すること

配偶者や家族が働くことに同意し、理解すること

「子育ては女性がするもの」という固定的な社会通念を変え

ること

多様な保育事業を充実すること

子育てしている者に配慮した勤務時間制度などがあり、そ

れが実際に活用できる職場環境

配偶者が子育てに参加できるような勤務時間制度などを実

際に活用できる職場環境

出産、育児のため退職した人が職場に復帰できる再雇用制

度が事業所に整備されること

育児期間中は自宅で仕事ができるなど、柔軟な働き方の制

度が事業所に整備されること

再就職のための職業訓練、就業・起業相談など女性への

就業支援

事業所内に保育施設が整備されること

出産と退職を結びつけるような事業所の慣行をなくすこと

その他

わからない

子どもを育てることと働くことを両立する必要はない

無回答

就学前児童（N=493)

小学校児童（N=464）
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４．お子さんの平日の幼稚園・保育園などの利用状況について 

【就学前児童のみ】 

 

（１） 

お子さんは現在、幼稚園、こども園、保育園などの施設・事業を定期的に利用しています

か。（１つに○） 

【就学前児童 問７】 

� 就学前児童全体では、「利用している」が74.0％、「利用していない」が23.2％となってい

ます。 

� 年齢３区分別にみると、「利用している」は「３～5歳児」が95.2％で最も多く、次いで「１・

２歳児」が55.3％、「０歳児」が14.5％となっています。 

 

  

74.0 

14.5 

55.3 

95.2 

23.1 

85.5 

42.3 

1.0 

2.8 

2.4 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童全体

（N=493)

０歳児

（N=69)

１・２歳児

（N=123)

３～５歳児

（N=292)

利用している 利用していない 不明・無回答
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（２） 

（１）で「利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

お子さんが、年間を通じて平日に「定期的に」利用している施設・事業は、以下のど

こですか。（すべてに○） 

【就学前児童 問８・８－２】 

� 「幼稚園」が37.0％と最も高く、次いで「保育園」が32.6％、「こども園（保育部）」が

22.5％、「こども園（幼稚園部）」が4.1％、「認可外保育施設」が1.4％で続いています。 

� 現在利用している幼稚園・保育園などの場所については、「野洲市内」が97.5％、「他の市

区町村」が1.1％となっています。 

 

 

 

≪現在利用している幼稚園・保育園などの場所（１つに○）≫ 

 

37.0

32.6

22.5

4.1

1.4

0.3

0.3

0.0

0.0

0.0

1.1

1.4

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

幼稚園

保育園

こども園（保育園部）

こども園（幼稚園部）

認可外保育施設

事業所内保育施設

その他の認可外保育施設

家庭的保育（保育者の家庭等で預かる事業）

居宅訪問型の保育（ベビーシッターなど）

ファミリー・サポート・センター

その他

不明・無回答

就学前児童（N=365)

97.5 1.1 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=365）

野洲市内 他の市区町村 不明・無回答



14 

 

≪現在利用している施設・事業の内訳（すべてに○）≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.0

5.8

3.3

7.1

11.8

1.1

3.6

1.9

11.2

1.1

7.7

3.8

4.7

5.2

2.7

6.6

6.8

2.7

0.0

0.8

1.4

0.3

0.0

0.0

1.1

1.4

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

中主幼稚園

野洲幼稚園

三上幼稚園

祇王幼稚園

北野幼稚園

篠原こども園（幼稚園部）

篠原こども園（保育園部）

ゆきはたこども園（幼稚園部）

ゆきはたこども園（保育園部）

さくらばさまこども園（幼稚園部）

さくらばさまこども園（保育園部）

野洲第三保育園

三上保育園

祇王明照保育園

きたの保育園

あやめ保育所

しみんふくし保育の家竹が丘

野洲優愛保育園モンチ

家庭的保育（保育者の家庭等で預かる事業）

事業所内保育施設

ポポラー滋賀野洲園（認可外保育施設）

その他の認可外保育施設

居宅訪問型の保育（ベビーシッターなど）

ファミリー・サポート・センター

その他

不明・無回答

就学前児童

（N=365）
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（３） 

（１）で「利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

平日に定期的に幼稚園・保育園などを利用している理由をお答えください。 

（すべてに○） 

【就学前 問８-３】 

� 「子育てをしている者が現在就労しているため」が64.1％と最も高く、次いで「子どもの

教育や発達のため」が63.0％と続いています。 

 

  

64.1

63.0

2.2

1.6

0.8

0.0

2.2

0.5

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

子育てをしている者が現在就労しているため

子どもの教育や発達のため

子育てをしている者が就労予定であるため

／求職中であるため

子育てをしている者が家族・親族などを介護しているため

子育てをしている者が病気や障がいがあるため

子育てをしている者が学生であるため

その他

不明・無回答

就学前児童（N=365）
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（４） 

（１）で「利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

利用していない理由は何ですか。（すべてに○） 

【就学前児童 問９】 

� 「子どもがまだ小さいため」が71.5％と最も高く、次いで「利用したいが、希望する幼稚

園、認定こども園、保育園などに空きがない」が14.0％と続いています。 

 

  

56.1

38.6

12.3

6.1

4.4

3.5

1.8

0.0

11.4

2.6

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

子どもがまだ小さいため

利用する必要がないため

利用したいが、幼稚園、認定こども園、保育園などに空きがないため

利用したいが、経済的な理由で利用できないため

子どもの祖父母や親戚の人がみているため

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わないため

利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がないため

近所の人や父母の友人・知人がみているため

その他

不明・無回答

就学前児童（N＝114）
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（５） 

教育・保育にかかる負担が無償（または上限ありの補助）となった場合、現在利用してい

る、利用していないにかかわらず、あて名のお子さんについて利用したいと考える施設・

事業をお答えください。（すべてに○） 

【就学前児童 問10】 

� 利用希望は、「変更するつもりはない」が18.9％と最も高く、次いで「ゆきはたこども園

（保育園部）」が17.6％、「しみんふくし保育の家竹が丘」が14.2％、「北野幼稚園」が

12.0％、「きたの保育園」が11.8％と続いています。 

 

  

10.1

5.9

3.7

6.5

12.0

1.8

5.7

5.9

17.6

3.0

11.2

4.5

5.1

7.1

11.8

8.3

14.2

5.7

2.2

0.2

1.4

0.2

2.6

0.0

1.8

18.9

1.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

中主幼稚園

野洲幼稚園

三上幼稚園

祇王幼稚園

北野幼稚園

篠原こども園（幼稚園部）

篠原こども園（保育園部）

ゆきはたこども園（幼稚園部）

ゆきはたこども園（保育園部）

さくらばさまこども園（幼稚園部）

さくらばさまこども園（保育園部）

野洲第三保育園

三上保育園

祇王明照保育園

きたの保育園

あやめ保育所

しみんふくし保育の家竹が丘

野洲優愛保育園モンチ

家庭的保育（保育者の家庭等で預かる事業）

事業所内保育施設

ポポラー滋賀野洲園（認可外保育施設）

その他の認可外保育施設

居宅訪問型の保育（ベビーシッターなど）

ファミリー・サポート・センター

その他

変更するつもりはない

不明・無回答

就学前児童

（N=493）
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（６） 

施設・事業を選ぶ上で重視する条件について、お答えください。（３つまで○） 

【就学前児童 問11】 

� 重視する条件は、「自宅からの距離が近いなどの立地条件」が69.0％と最も高く、次いで

「幼児期に必要な教育が適切に行われている」が63.7％、「教職員の質が高い」が36.1％、

「園庭や遊具などの施設・設備、環境が充実している」が28.8％と続いています。 

 

 

 

（７） 

来年度以降、利用したい幼稚園・保育園などの施設・事業の場所についてお答えください。

（１つに○） 

【就学前児童 問12】 

� 来年度以降、利用したい幼稚園・保育園などの場所は、「野洲市内」が94.7％、「他の市町

村」が1.8％となっています。 

 

69.0

63.7

36.1

28.8

23.5

20.5

12.8

10.8

8.9

0.2

1.8

0.6

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

自宅からの距離が近いなどの立地条件

幼児期に必要な教育が適切に行われている

教職員の質が高い

園庭や遊具などの施設・設備、環境が充実している

延長・夜間等の保育時間が希望に合う

教育・保育の方針や特色が希望に合う

自己負担額、補助の有無等

土曜・休日や長期休暇中の利用ができる

保護者が運営・行事に関わる機会が少ない

（準備や参加の負担が軽い）

保護者が運営・行事に関わる機会が多い

その他

不明・無回答

就学前児童（N=493）

94.7 1.8 3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=493）

野洲市内 他の市町村 不明・無回答
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（８） 

家庭での保育を継続する、または家庭での保育に切り替える条件として必要と思われるこ

とは何ですか。（すべてに○） 

【就学前児童 問13】 

� 「家族の協力（配偶者・祖父母）」が61.7％で最も高く、次いで「急に必要になった場合の

預け先」が42.4％、「子育てに対する勤務先の理解」が41.6％、「公園、子育てひろばな

ど、子どもと過ごせる場所の充実」が37.9％で続いています。 

 

 

（９） 

現在、幼稚園（部）を利用されている方に、恒常預かりについてうかがいます。 

幼稚園での恒常預かり保育（通常の就園時間を延長して預かるサービス）利用しています

か。また、今後も利用希望はありますか。（１つに○） 

【就学前児童 問14】 

� 「利用していない。今後も利用するつもりはない」が 38.7％で最も高く、次いで「利用し

ていないが、今後は利用したい」が 34.7％、「利用している。今後も利用したい」が 21.3％

となっています。 

 

61.7

42.4

41.6

37.9

25.2

17.8

15.0

14.6

7.1

6.3

5.9

3.2

4.7

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

家族の協力（配偶者・祖父母）

急に必要になった場合の預け先

子育てに対する勤務先の理解

公園、子育てひろばなど、子どもと過ごせる場所の充実

在宅で行える仕事

病児・病後児の預かり

いざという時の相談先

家庭での保育は考えられない

地域や近所の理解

地域住民による保育サービス

施設ではなく訪問で提供される保育の充実

その他

不明・無回答

就学前児童（N=493)

21.3 0.0 34.7 38.7 5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=150）

利用している。今後も利用したい。 利用しているが、今後は利用するつもりはない。

利用していないが、今後は利用したい。 利用していない。今後も利用するつもりはない。

不明・無回答
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（10） 

利用したいと考える施設・事業として、「幼稚園（部）」に○をつけ、かつ、他の施設・

事業にも○をつけた方にうかがいます 

問15 他の施設・事業よりも、幼稚園（幼稚園の恒常預かり保育や緊急預かり保育をあわせ

て利用する場合を含む）の利用を強く希望しますか。（１つに○） 

【就学前児童 問15】 

●「希望する」が49.2％、「希望しない」が20.0％となっています。 

 

  

49.2 20.0 30.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=120）

希望する 希望しない 不明・無回答
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５．就学前のお子さんの土曜・休日や長期休暇中の幼稚園・保育園の利用希

望について【就学前のみ】 

 

（１） 

土日、日曜・祝日に、幼稚園や保育園などの利用希望はありますか（一時的な利用

は除きます）（それぞれ１つに○） 

【就学前児童 問16】 

� 土曜日は、「利用する必要はない」が62.9％と最も高く、次いで「月に１～２回は利用した

い」が25.2％、「ほぼ毎週利用したい」が8.1％と続いています。 

� 日曜・祝日は、「利用する必要はない」が77.7％と最も高く、次いで「月に１～２回は利用

したい」が14.6％、「ほぼ毎週利用したい」が2.6％と続いています。 

①土曜日 

 

②日曜・祝日 

 

  

62.9 8.1 25.2 3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N＝493）

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月に1～2回は利用したい 不明・無回答

77.7 2.6 14.6 5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=493）

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月に1～2回は利用したい 不明・無回答
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（２） 

幼稚園（部）を利用されている方にうかがいます。 

夏休み・冬休みなど長期休暇中に預かり保育などの保育サービスを利用したいで

すか（１つに○） 

【就学前児童 問17】 

� 「休みの期間中、週に数日利用したい」が42.7％と最も高く、次いで「利用する必要はな

い」が38.7％、「休みの期間中、毎日利用したい」が15.3％となっています。 

 

 

  

38.7 15.3 42.7 3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=150）

利用する必要はない 休みの期間中、毎日利用したい

休みの期間中、週に数日利用したい 不明・無回答
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６．お子さんの病気の際の対応について 

 

（１） 

この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで幼稚園や保育園などへ行けなか

ったことはありますか。（１つに○） 

【就学前児童 問18】【小学校児童 問６】 

� 就学前児童では、「あった」が65.9％、「なかった」が23.7％となっています。 

� 小学校児童では、「あった」が64.7％、「なかった」が32.5％となっています。 

 

  

65.9

64.7

23.7

32.5

10.3

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=493）

小学校児童

（N=464)

あった なかった 不明・無回答
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（２） 

（１）で「あった」に○をつけた方にうかがいます。 

この１年間に、あて名のお子さんが病気やけがで普段利用している

．．．．

教育・保育サービスが

利用できなかった場合に、行った対処方法はどれですか。（すべてに○） 

【就学前児童 問18－１】【小学校児童 問６－１】 

� 就学前児童では、「母親が休んだ」が65.2％が最も高く、次いで「（同居者を含む）親族・

知人に子どもをみてもらった」が33.2％、「父親又は母親のうち就労していない方が子ど

もをみた」が27，4％で続いています。 

� 小学校児童では、「母親が休んだ」が55.3％、次いで「父親又は母親のうち就労していない

方が子どもをみた」が27.7％、「（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」が

26.7％で続いています。 

 

 

  

22.5

65.2

33.2

27.4

9.2

0.0

0.3

2.5

1.5

14.3

55.3

26.7

27.7

1.7

0.0

8.7

1.0

2.7

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

不明・無回答

就学前児童（N=325）

小学校児童（N=300)
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（３） 

（２）で「父親が休んだ」または「母親が休んだ」に○をつけた方にうかがいます。 

問18－2 休んだ日数のうち、何日くらい「病児・病後児のための保育施設等を利用できれ

ばよかった」と思った日がありましたか。（１つに○） 

【就学前児童 問18－２】【小学校児童 問６－２】 

� 就学前児童では、「利用したいとは思わなかった」が61.4％が最も高く、次いで「病児・病

後児保育施設等を利用できればよかった」が36.4％となっています。 

� 小学校児童では、「利用したいとは思わなかった」が74.0％、次いで「病児・病後児保育施

設等を利用できればよかった」が19.2％となっています。 

 

 

 

  

36.4

19.2

61.4

74.0

2.3

6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=220）

小学校児童

（N=177）

病児・病後児保育施設等を利用できればよかった

利用したいとは思わなかった

不明・無回答
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７．幼稚園・保育園などの不定期の利用や宿泊を伴う一時預かり等の利用

について 

 

（１） 

あて名のお子さんについて、この１年間で私用、親の通院、不定期の就労等の目的

で不定期に利用している事業はありますか。（すべてに○） 

【就学前児童 問19】【小学校児童 問７】 

� 就学前児童では、「利用していない」が 85.6％、次いで「幼稚園（こども園の幼稚園部を含

む）の緊急預かり保育」が 5.3％、「一時預かり保育」が 3.2％で続いています。 
� 小学校児童では、「利用していない」が95.3％、次いで「ファミリー・サポート・センタ

ー」が0.9％となっています。 

 

 

  

3.2

0.2

0.6

5.3

0.0

0.2

85.6

6.1

0.0

0.9

0.0

1.5

95.3

2.6

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

一時預かり保育（私用など理由を問わずに保育園などで一時

的に子どもを預かる事業）

ベビーシッター（保護者等の委託を受けて、居宅への訪問保

育サービスを行う事業）

ファミリー・サポート・センター（会員登録した地域住民同士の

相互援助により一時的に子どもを預かる事業）

幼稚園（こども園の幼稚園部を含む）の緊急預かり保育（通常

の就園時間を延長して預かる事業のうち不定期に利用する場

合のみ）

夜間養護等事業：トワイライトステイ（児童養護施設等で休日・

夜間、子どもを保護する事業）

その他

利用していない

不明・無回答

就学前児童（N=493)

小学校児童（N=464）
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（２） 

あて名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日

くらい一時預かり保育等を利用したいですか。（１つに○） 

【就学前児童 問20】【小学校児童 問８】 

� 一時預かり保育の利用希望は、就学前児童では、「利用する必要はない」が 54.8％、「利用

したい」が 40.2％となっています。 
� 小学校児童では、「利用する必要はない」が73.7％、「利用したい」が22.6％となっていま

す。 

� 利用目的については、就学前児童は「私用（買物、子どもや親の習い事等）、リフレッシュ

目的」が69.7％で最も高く、次いで「冠婚葬祭、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院等」

が50.5％で続いています。 

� 小学校児童は「私用（買物、子どもや親の習い事等）、リフレッシュ目的」が61.9％で最も

高く、次いで「冠婚葬祭、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院等」が57.1％で続いていま

す。 

 

≪一時保育の利用目的（すべてに○）≫ 

 

40.2

22.6

54.8

73.7

5.1

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=493）

小学校児童

（N=464）

利用したい 利用する必要はない 不明・無回答

69.7

50.5

29.8

29.8

3.5

0.5

61.9

57.1

36.2

8.6

1.9

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

私用（買物、子どもや親の習い事等）、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院 等

不定期の就労

学校行事

その他

不明・無回答

就学前児童（N=198)

小学校児童（N=105）
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（３） 

問21 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、

お子さんを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありました

か（預け先が見つからなかった場合も含みます）。（１つに○） 

【就学前児童 問21】【小学校児童 問９】 

� 就学前児童では、「なかった」が 78.3％、「あった」が 18.9％となっています。 
� 小学校児童では、「なかった」が81.5％、「あった」が16.8％となっています。 

� 対処方法については、就学前児童は「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」が89.2％

で最も高く、次いで「仕方なく子どもを同行させた」が17.2％で続いています。 

� 小学校児童は「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」が84.6％で最も高く、次いで

「仕方なく子どもを同行させた」と「仕方なく子どもだけで留守番をさせた」がともに9.0％

で続いています 

 

≪この１年間の対処方法（すべてに○）≫ 

  

18.9

16.8

78.3

81.5

2.8

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=493）

小学校児童

（N=464）

あった なかった 不明・無回答

89.2

0.0

0.0

0.0

17.2

1.1

0.0

0.0

84.6

0.0

0.0

9.0

9.0

1.3

0.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった

しみんふくし保育の家竹が丘の、泊り保育を利用した

短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した（児童養護施

設等で一定期間、子どもを保護する事業）

他の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等）を利用した

仕方なく子どもを同行させた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

不明・無回答

就学前児童（N=93）

小学校児童（N=78）
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８．お子さんの放課後の過ごし方について※ 

※就学前児童は2019年４月に小学校に入学する児童（５歳児）の保護者を対象。 

 

（１） 

お子さんについて今後、放課後（平日の小学校終了後）をどのような場所で過ごさせたい

と思いますか。（すべてに○） 

【就学前児童 問22】【問10】 

� 就学前児童では、「自宅」が54.5％で最も高く、次いで「学童保育所」が53.5％、「屋外

（友だち等と遊ぶ）」が48.5％、「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」

が45.5％で続いています。 

� 小学校児童では、「自宅」が74.1％で最も高く、次いで「屋外（友だち等と遊ぶ）」が48.5％

が67.2％、「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」が64.7％、「学童保育

所」が32.3％で続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54.5

48.5

18.2

45.5

53.5

1.0

10.1

0.0

74.1

67.2

24.6

64.7

32.3

2.2

19.2

0.4

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

自宅

屋外（友だち等と遊ぶ）

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

学童保育所

ファミリー・サポート・センター

その他（コミュニティセンター、図書館、公園など）

不明・無回答

就学前児童（N=99）

小学校児童（N＝464）
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（２） 

（１）で「学童保育所」に○をつけた方にうかがいます。 

学童保育所の利用希望をうかがいます。（○は１つ） 

【就学前児童 問23】【小学校児童 問11】 

� 通年保育（月曜～土曜日）については、就学前児童は、「小学6年生まで利用したい」が41.5％

で最も高く、次いで「小学3年生まで利用したい」と「小学4年生まで利用したい」がともに

15.1％で続いています。小学校児童では、「小学6年生まで」が54.0％と最も高く、次いで

「小学4年生まで利用したい」が18.7％で続いています。 

� 通年保育（日曜・祝日）については、就学前児童、小学校児童ともに「利用する必要はな

い」が最も高く、６割を超えています。 

� 季節保育については、就学前児童では、「小学6年生まで利用したい」が26.4％で最も高く、

次いで「小学４年生まで利用したい」と「利用する必要はない」がともに11.3％で続いてい

ます。小学校児童では、「小学6年生まで利用したい」が44.7％で最も高く、次いで「利用

する必要はない」が9.3％で続いています。 

 

 

≪ア.通年保育≫ 

① 月曜～土曜日の利用について 

 

  

1.9

0.0

1.9

0.0

15.1

10.0

15.1

18.7

3.8

3.3

41.5

54.0

20.8

14.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=53）

小学校児童

（N＝150）

小学校１年生の間は利用したい 小学校２年生まで利用したい

小学校３年生まで利用したい 小学校４年生まで利用したい

小学校５年生まで利用したい 小学校６年生まで利用したい

不明・無回答
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② 日曜・祝日の利用について 

 

 

≪イ.季節保育≫ 

 

1.9

0.7

3.8

4.0

1.9

0.7

9.4

14.7

64.2

68.0

18.9

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=53）

小学校児童

（N=150）

小学校１年生の間は利用したい 小学校２年生まで利用したい

小学校３年生まで利用したい 小学校４年生まで利用したい

小学校５年生まで利用したい 小学校６年生まで利用したい

利用する必要はない 不明・無回答

1.9

5.7

2.7

11.3

6.7

1.9

2.7

26.4

44.7

11.3

9.3

41.5

34.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=53)

小学校児童

（N=150）

小学校１年生の間は利用したい 小学校２年生まで利用したい

小学校３年生まで利用したい 小学校４年生まで利用したい

小学校５年生まで利用したい 小学校６年生まで利用したい

利用する必要はない 不明・無回答
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９．子育て環境について 

 

（１） 

日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（すべてに○） 

【就学前児童 問24】【低学年 問12】 

� 就学前児童では、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」が61.9％

と最も高く、「いずれもいない」は13.0％となっています。 

� 小学校児童では、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」が55.8％

と最も高く、「いずれもいない」は13.1％となっています。 

 

 

  

61.9

27.6

12.8

2.0

13.0

1.4

55.8

31.7

19.8

2.8

13.1

0.6

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人が

いる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

不明・無回答

就学前児童（N＝493）

小学校児童（N=464）
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（２） 

妊娠期から出産期に対しての支援として、どのようなことを望みますか。（すべて

に○） 

【就学前児童 問25】 

� 望む支援として、「経済的支援の充実」が55.0％で最も高く、次いで「妊娠中に気軽に健康

相談できる窓口があること」が35.1％、「妊婦同士の交流機会があること」が35.1％、「妊

娠中の健康管理に関する情報提供が得られること」が31.8％で続いています。 

 

 

（３） 

あて名のお子さんの現在の子育て支援センターの利用状況について、以下の選択肢

に○をつけてください。（すべてに○） 

【就学前児童 問26】 

� 「利用していない」が77.7％で最も高く、次いで「野洲市子育て支援センター（健康福祉

センター内）」が13.4％、「きたの子育て支援センター」が8.3％、「あやめ子育て支援セ

ンター」が4.1％で続いています。 

 

55.0

35.1

32.5

31.8

27.6

11.0

5.3

3.2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

経済的支援の充実

妊娠中に気軽に健康相談できる窓口があること

妊婦同士の交流機会があること

妊娠中の健康管理に関する情報提供が得られること

親となる心がまえや子どもとの関わり方などに関する学習機会

があること

特に望むことはない

その他

不明・無回答

就学前児童（N=493）

13.4

8.3

4.1

2.2

77.7

3.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

野洲市子育て支援センター（健康福祉センター内）

きたの子育て支援センター

あやめ子育て支援センター

その他の民間団体・施設が実施している事業など

利用していない

不明・無回答

就学前児童（N=493）
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（４） 

（３）のような子育て支援センターを、今は利用していないができれば今後利用した

い、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。（１つに○） 

【就学前児童 問27】 

� 「新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない」が65.7％で最も高く、次いで

「利用していないが、今後利用したい」が14.2％、「すでに利用しているが利用日数を増

やしたい」が9.5％で続いています。 

 

14.2 9.5 65.7 10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=493）

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが利用日数を増やしたい

新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない

不明・無回答
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（５） 

下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後（今後も）利

用したいと思うものをお答えください。（それぞれに○は１つずつ） 

【就学前児童 問28】【小学校児童 問13】 

� 知っているものは、就学前児童では、「乳児家庭全戸訪問事業」が88.2％で最も高く、次い

で「図書館のえほん・おはなしの会」が85.2％、「妊婦健康診査」が84.4％、「保育園、こ

ども園、幼稚園の園庭開放」が83.8％と続いています。 

� 小学校児童では、「子どもSOSホーム」が87.5％で最も高く、次いで「図書館のえほん・お

はなしの会」が85.6％、「妊婦健康診査」が81.9％、「乳児家庭全戸訪問事業」が81.5％と

続いています。 

 

①知っているもの【就学前児童（N=493）】 

 

 

 

 

68.0

84.4

88.2

34.3

22.1

58.4

85.2

69.0

83.8

43.0

41.8

73.4

64.9

40.0

39.8

58.0

24.7

7.9

4.3

61.7

74.2

35.9

9.5

25.6

11.6

52.7

54.0

22.9

30.0

55.8

56.2

37.5

7.3

7.7

7.5

4.1

3.7

5.7

5.3

5.5

4.7

4.3

4.3

3.7

5.1

4.3

4.1

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①利用者支援事業

②妊婦健康診査

③乳児家庭全戸訪問事業

④子育て短期支援事業

⑤保育の実費徴収にかかる補足給付を行う事業

⑥保育園、こども園、幼稚園や小学校などで実施される家庭教育に

関する講演会やセミナー

⑦図書館のえほん・おはなしの会

⑧コミュニティセンターの活動・教室

⑨保育園、こども園、幼稚園の園庭開放

⑩学校施設の開放

⑪スクールガードリーダーや警察を交えた防犯教室

⑫子どもSOSホーム

⑬保育園、こども園、幼稚園や小学校での環境活動

⑭野洲市ふれあい教育相談センター

⑮野洲市家庭児童相談室

⑯野洲市発達支援センター

はい いいえ 不明・無回答



36 

 

①知っているもの【小学校児童（N=464）】 

 

 

 

  

67.0

81.9

81.5

26.5

37.1

71.3

75.4

85.6

79.1

78.7

69.8

79.5

61.9

87.5

78.2

59.5

47.8

68.8

29.5

12.7

13.4

71.6

57.5

21.8

17.5

7.3

14.9

14.4

23.9

12.9

32.1

7.1

15.1

34.9

46.6

25.2

3.4

5.4

5.2

1.9

5.4

6.9

7.1

7.1

6.0

6.9

6.3

7.5

6.0

5.4

6.7

5.6

5.6

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①利用者支援事業

②妊婦健康診査

③乳児家庭全戸訪問事業

④子育て短期支援事業

⑤保育の実費徴収にかかる補足給付を行う事業

⑥子育て支援センターの育児相談・子育て支援講座

⑦保育園、こども園、幼稚園や小学校などで実施される家庭教育に

関する講演会やセミナー

⑧図書館のえほん・おはなしの会

⑨コミュニティセンターの活動・教室

⑩保育園、こども園、幼稚園の園庭開放

⑪学校施設の開放

⑫子育て支援センターの子育て広場

⑬スクールガードリーダーや警察を交えた防犯教室

⑭子どもSOSホーム

⑮保育園、こども園、幼稚園や小学校での環境活動

⑯野洲市ふれあい教育相談センター

⑰野洲市家庭児童相談室

⑱野洲市発達支援センター

はい いいえ 不明・無回答
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� 利用（参加）したことがあるものは、就学前児童では、「乳児家庭全戸訪問事業」が84.6％

と最も高く、次いで「妊婦健康診査」が77.3％、「利用者支援事業」が45.8％と続いていま

す。 

� 小学校児童では、「妊婦健康診査」が75.6％で最も高く、次いで「乳児家庭全戸訪問事業」

が72.8％、「保育園、こども園、幼稚園や小学校での環境活動」が65.9％と続いています。 

 

②利用（参加）したことがあるもの【就学前児童（N=493）】 

 

 

 

 

 

 

 

45.8

77.3

84.6

1.6

3.9

44.8

42.0

33.3

33.3

13.8

19.7

2.2

44.2

5.9

2.0

15.4

45.2

15.8

9.1

85.0

83.0

44.0

48.5

56.4

55.8

74.0

67.7

85.2

44.6

81.1

84.6

73.0

8.9

6.9

6.3

13.4

13.2

11.2

9.5

10.3

11.0

12.2

12.6

12.6

11.2

13.0

13.4

11.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①利用者支援事業

②妊婦健康診査

③乳児家庭全戸訪問事業

④子育て短期支援事業

⑤保育の実費徴収にかかる補足給付を行う事業

⑥保育園、こども園、幼稚園や小学校などで実施される家庭教育に

関する講演会やセミナー

⑦図書館のえほん・おはなしの会

⑧コミュニティセンターの活動・教室

⑨保育園、こども園、幼稚園の園庭開放

⑩学校施設の開放

⑪スクールガードリーダーや警察を交えた防犯教室

⑫子どもSOSホーム

⑬保育園、こども園、幼稚園や小学校での環境活動

⑭野洲市ふれあい教育相談センター

⑮野洲市家庭児童相談室

⑯野洲市発達支援センター

はい いいえ 不明・無回答
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②利用（参加）したことがあるもの【小学校児童（N=464）】 

 

 

 

  

41.6

75.6

72.8

2.2

3.2

36.2

58.4

46.3

43.1

52.8

37.5

59.3

34.3

9.9

65.9

13.4

1.5

21.8

50.6

18.3

21.3

88.4

82.8

51.9

30.2

43.3

44.8

36.6

50.6

30.6

53.0

77.4

22.6

73.1

85.1

66.2

7.8

6.0

5.8

9.5

14.0

11.9

11.4

10.3

12.1

10.6

11.9

10.1

12.7

12.7

11.4

13.6

13.4

12.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①利用者支援事業

②妊婦健康診査

③乳児家庭全戸訪問事業

④子育て短期支援事業

⑤保育の実費徴収にかかる補足給付を行う事業

⑥子育て支援センターの育児相談・子育て支援講座

⑦保育園、こども園、幼稚園や小学校などで実施される家庭教育に

関する講演会やセミナー

⑧図書館のえほん・おはなしの会

⑨コミュニティセンターの活動・教室

⑩保育園、こども園、幼稚園の園庭開放

⑪学校施設の開放

⑫子育て支援センターの子育て広場

⑬スクールガードリーダーや警察を交えた防犯教室

⑭子どもSOSホーム

⑮保育園、こども園、幼稚園や小学校での環境活動

⑯野洲市ふれあい教育相談センター

⑰野洲市家庭児童相談室

⑱野洲市発達支援センター

はい いいえ 不明・無回答
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� 今後利用（参加）したいと思うものは、就学前児童では、「図書館のえほん・おはなしの

会」が67.5％で最も高く、次いで「子どもSOSホーム」が63.3％、「スクールガードリーダ

ーや警察を交えた防犯教室」が62.1％と続いています。 

� 小学校児童では、「保育園、こども園、幼稚園や小学校での環境活動」が62.5％で最も高

く、次いで「子どもSOSホーム」が59.1％、「学校施設の開放」が56.5％、「スクールガー

ドリーダーや警察を交えた防犯教室」が55.0％と続いています。 

 

、③今後利用（参加）したい【就学前児童（N=493）】 

 

  

41.0

52.1

51.1

23.5

39.1

47.9

67.5

54.0

55.4

55.0

62.1

63.3

59.4

51.9

35.9

43.6

42.6

29.2

31.0

62.7

44.6

35.7

18.9

31.8

31.4

31.2

23.3

20.9

23.7

31.4

46.9

37.9

16.4

18.7

17.8

13.8

16.2

16.4

13.6

14.2

13.2

13.8

14.6

15.8

16.8

16.6

17.2

18.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①利用者支援事業

②妊婦健康診査

③乳児家庭全戸訪問事業

④子育て短期支援事業

⑤保育の実費徴収にかかる補足給付を行う事業

⑥保育園、こども園、幼稚園や小学校などで実施される家庭教育に

関する講演会やセミナー

⑦図書館のえほん・おはなしの会

⑧コミュニティセンターの活動・教室

⑨保育園、こども園、幼稚園の園庭開放

⑩学校施設の開放

⑪スクールガードリーダーや警察を交えた防犯教室

⑫子どもSOSホーム

⑬保育園、こども園、幼稚園や小学校での環境活動

⑭野洲市ふれあい教育相談センター

⑮野洲市家庭児童相談室

⑯野洲市発達支援センター

はい いいえ 不明・無回答
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③ 今後利用（参加）したい【小学校児童（N=464）】 

 

28.2

29.5

26.3

17.5

21.1

24.1

44.2

49.4

50.4

30.0

56.5

24.8

55.0

59.1

62.5

43.3

30.8

35.8

56.7

51.5

55.8

68.1

61.6

56.7

38.8

33.8

33.4

52.2

27.2

55.8

28.2

23.9

21.1

40.3

51.7

46.3

15.1

19.0

17.9

14.4

17.2

19.2

17.0

16.8

16.2

17.9

16.4

19.4

16.8

17.0

16.4

16.4

17.5

17.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①利用者支援事業

②妊婦健康診査

③乳児家庭全戸訪問事業

④子育て短期支援事業

⑤保育の実費徴収にかかる補足給付を行う事業

⑥子育て支援センターの育児相談・子育て支援講座

⑦保育園、こども園、幼稚園や小学校などで実施される家庭教育に

関する講演会やセミナー

⑧図書館のえほん・おはなしの会

⑨コミュニティセンターの活動・教室

⑩保育園、こども園、幼稚園の園庭開放

⑪学校施設の開放

⑫子育て支援センターの子育て広場

⑬スクールガードリーダーや警察を交えた防犯教室

⑭子どもSOSホーム

⑮保育園、こども園、幼稚園や小学校での環境活動

⑯野洲市ふれあい教育相談センター

⑰野洲市家庭児童相談室

⑱野洲市発達支援センター

はい いいえ 不明・無回答
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（６） 

子育てに関して、日頃悩んでいること、また不安や負担、気になることはどのような

ことですか。（すべてに○） 

【就学前児童 問29】【小学校児童 問14】 

� 就学前児童では、「子どもが思うようにならないとき、イライラする」が46.7％で最も高

く、次いで「自分の時間が取れず、自由がない」が35.3％、「小さな子どもにとって、安全

な遊び場が少ない」が30.0％で続いています。 

� 小学校児童では、「子どもが思うようにならないとき、イライラする」が41.8％で最も高

く、次いで「子どもにとって、安全な遊び場が少ない」が40.5％、「出産・育児にお金がか

かりすぎる」が27.6％で続いています。 

 

【就学前児童】 

 

46.7

35.3

30.0

28.6

28.2

27.8

22.3

17.6

14.6

13.0

11.2

10.3

9.3

7.3

5.9

5.5

3.2

10.1

5.5

2.2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

子どもが思うようにならないとき、イライラする

自分の時間が取れず、自由がない

小さな子どもにとって、安全な遊び場が少ない

子育てによる心身の疲れを感じる

仕事と子育ての両立が難しい

出産・育児にお金がかかりすぎる

小学校に進学するにあたって集団生活や授業に対応できるかど

うか不安

同じ年齢の子どもと比較すると発育・発達状況が心配

子どもが病気の時、預かってくれるところがない

子どもの育て方、接し方がわからない

保育サービスが十分にない

子どもを通じてのつきあいがわずらわしい

子育てに追われ、社会から孤立しているように感じる

家族の協力が得られない

子育ての大変さを、周囲の人にわかってもらえない

子育ての仲間がいない

不安や悩みを相談する相手がいない

特にない

その他

不明・無回答

就学前児童（N=493）
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【小学校児童】 

 

  

41.8

40.5

27.6

26.1

24.8

23.1

18.3

15.5

15.1

12.9

11.0

8.0

6.0

5.8

5.8

5.0

5.0

3.7

11.4

4.3

2.2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

子どもが思うようにならないとき、イライラする

子どもにとって、安全な遊び場が少ない

出産・育児にお金がかかりすぎる

仕事と子育ての両立が難しい

子どもとの時間が十分にとれない

自分の時間が取れず、自由がない

子育てによる心身の疲れを感じる

同じ年齢の子どもと比較すると発育・発達状況が心配

子どもを通じてのつきあいがわずらわしい

子どもが病気の時、預かってくれるところがない

子どもの育て方、接し方がわからない

子育て支援の施設が十分にない

子育てに追われ、社会から孤立しているように感じる

子どもが集団生活や授業になじめない

家族の協力が得られない

不安や悩みを相談する相手がいない

子育ての大変さを、周囲の人にわかってもらえない

子育ての仲間がいない

特にない

その他

不明・無回答

小学校児童（N=464)
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（７） 

子育てに関する悩みをどのような人・機関に相談していますか。（すべてに○） 

【就学前児童 問30】【小学校児童 問15】 

� 就学前児童では、「配偶者」が80.5％で最も高く、次いで「友人（子育て中の仲間など）や

知人」が74.0％、「祖父母等の親族」が66.5％で続いています。 

� 小学校児童では、「配偶者」が77.4％で最も高く、次いで「友人（子育て中の仲間など）や

知人」が77.6％、「祖父母等の親族」が62.1％で続いています。 

 

 

  

80.5

66.5

74.0

10.3

13.6

22.5

14.8

3.7

1.0

6.9

3.7

1.4

0.4

2.0

2.0

77.4

62.1

77.6

11.0

4.7

3.4

6.3

19.8

0.4

6.5

5.2

1.5

1.5

1.1

1.3

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

配偶者

祖父母等の親族

友人（子育て中の仲間など）や知人

近所の人

子育て支援センター

保育園（こども園の保育園部含む）

幼稚園（こども園の幼稚園部含む）

小学校

民生委員・児童委員

医療機関・かかりつけ医

市の各機関（市役所、健康福祉センター等）

その他

相談すべきことはない

相談すべき人がいない

不明・無回答

就学前児童（N=493)

小学校児童（N=464)



44 

（８） 

子育てに関する情報の入手先としてよく利用するものはどれですか。（すべてに○） 

【就学前児童 問31】【小学校児童 問16】 

� 就学前児童では、「幼稚園（こども園の幼稚園部含む）、保育園（こども園の保育園部含

む）、小学校などからの情報（おたよりやメール配信など）」が58.0％で最も高く、次いで

「広報やす」が56.2％で続いています。 

� 小学校児童では、「幼稚園（こども園の幼稚園部含む）、保育園（こども園の保育園部含

む）、小学校などからの情報（おたよりやメール配信など）」が60.3％で最も高く、次いで

「広報やす」が58.8％で続いています。 

 

 

  

56.2

16.4

11.2

20.3

58.0

19.5

19.9

14.8

2.2

15.6

9.1

4.5

2.0

58.8

10.6

2.6

5.6

60.3

26.7

12.9

8.8

2.4

12.5

6.5

5.8

3.7

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

広報やす

市ホームページ

野洲市子育てガイドブック

子育て支援センターが発行する情報誌（「にこにこだより」など）

幼稚園（こども園の幼稚園部含む）、保育園（こども園の保育園

部含む）、小学校などからの情報（おたよりやメール配信など）

新聞、テレビ、ラジオ

子育て雑誌、育児書

市ホームページ以外の子育て関連のホームページ

子育てサークル・子育て支援サークル

コミュニティ情報誌（フリーペーパー等）

その他

情報の入手先がない／わからない

不明・無回答

就学前児童（N=493)

小学校児童（N=464)
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（９） 

幼稚園や保育園などの施設・事業にどのようなことを望みますか。（すべてに○） 

【就学前児童 問32】 

� 就学前児童では、「友だちとのびのびと遊ぶこと」が79.3％で最も高く、次いで「自然や社

会などの多様な体験をすること」が74.8％、「しつけや生活習慣を身につけること」が66.9％

で続いています。これら３項目は、前回調査においても上位３項目となっています。 

 

 
  

52.5

57.8

79.3

74.8

52.9

46.5

57.0

66.9

16.8

28.0

3.2

0.6

1.8

37.1

55.7

70.9

68.1

48.6

31.4

45.1

57.0

16.6

24.9

2.5

3.7

7.7

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

一人ひとりの個性に応じた保育を行うこと

集団で行動できるようになること

友だちとのびのびと遊ぶこと

自然や社会などの多様な体験をすること

異年齢の子どもやいろいろな人とかかわること

文字や数などに興味・関心を持たせること

絵や音楽、運動などに親しみ、上手になること

しつけや生活習慣を身につけること

保護者同士が交流すること

保護者が子育てについて情報交換・相談できること

その他

特に希望はない

無回答

今回調査（N=493)

前回調査（N=893)
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（10） 

野洲市は、子育てをしやすいまちだと思いますか。（○は１つ） 

【就学前児童 問 33】【低学年 問 17】 

� 就学前児童では、「どちらかというとそう思う」が47.5％で最も高く、次いで「どちらかと

いうとそう思わない」が18.3％で続いています。 

� 小学校児童では、「どちらかというとそう思う」が47.6％で最も高く、次いで「どちらかと

いうとそう思わない」が20.7％で続いています。 

� 前回調査と比べて、「そう思う」「どちらかというとそう思う」という肯定的な評価の割合

には大きな変化は見られません。 

 

 

 

  

15.8

14.0

47.5

47.6

18.3

20.7

4.7

7.3

11.8

8.6

2.0

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=493）

小学校児童

（N=464）

そう思う どちらかというとそう思う

どちらかというとそう思わない そうは思わない

わからない 不明・無回答
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（11） 

（10）で「そう思う」、「どちらかというとそう思う」に○をつけた方にうかがいま

す 

野洲市のどのようなところが、子育てをしやすいと感じますか。（すべてに○） 

【就学前児童 問 34】【小学校児童 問 18】 

� 就学前児童では、「子育て支援センターが充実している」が43.9％と最も高く、次いで「体

調の悪い子どもを預けられる施設がある」が29.5％、「就学前児童への保育が充実してい

る」が25.6％で続いています。 

� 小学校児童では、「学童保育が充実している」が39.2％と最も高く、次いで「子育て支援セ

ンターが充実している」が33.6％、「就学前児童への保育が充実している」が31.1％で続

いています。 

 

 

 

 

  

13.8

43.9

5.4

25.6

29.5

4.8

16.7

2.2

18.9

4.2

14.4

12.2

4.8

15.1

5.8

13.3

33.6

6.6

31.1

19.6

13.3

12.2

5.2

39.2

2.4

10.5

9.1

8.4

12.6

3.5

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

広報誌やホームページの子育て情報の内容がいい

子育て支援センターが充実している

子育てボランティアが助けてくれる

就学前児童への保育が充実している

体調の悪い子どもを預けられる施設がある

障がいのある子どもとその家庭への支援が充実している

子育ての悩みを相談できる機関がある

不登校やいじめについて相談できる機関がある

学童保育が充実している

育児休業制度や再雇用制度などにより、育児をしながら働きや

すい環境である

医療費助成制度が充実している

遊び場が充実している

子どもの安全への十分な配慮がある

その他

不明・無回答

就学前児童（N＝312）

小学校児童（N=286
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（12） 

（10）で「どちらかというとそう思わない」、「そうは思わない」に○をつけた方に

うかがいます 

野洲市のどのようなところが、子育てをしにくいと感じますか。（すべてに○） 

【就学前児童 問 35】【小学校児童 問 19】 

� 就学前児童では、「医療費助成制度が充実していない」が59.3％で最も高く、次いで「遊び

場が充実していない」が55.8％、「幼稚園・保育園（所）が預かってくれる時間が短い」が

29.2％で続いています。 

� 小学校児童では、「医療費助成制度が充実していない」が79.2％と最も高く、次いで「遊び

場が充実していない」が58.5％、「子どもの安全への十分な配慮がない」が23.1％で続い

ています。 

 

 

  

18.6

19.5

3.5

15.0

29.2

8.0

6.2

1.8

0.9

8.0

16.8

59.3

55.8

19.5

23.0

0.0

15.4

15.4

6.2

11.5

14.6

9.2

6.2

8.5

4.6

9.2

13.8

79.2

58.5

23.1

13.1

0.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

子育て情報が少ない

子育て支援センターが充実していない

子育てボランティアなど、子育てを支援してくれる人がいない

就学前児童への保育が充実していない

幼稚園・保育園（所）が預かってくれる時間が短い

体調の悪い子どもを預けられる施設がない

障がいのある子どもとその家庭への支援が充実していない

子育ての悩みを相談できる機関がない

不登校やいじめについて相談できる機関がない

学童保育が充実していない

育児をしながら働ける環境ではない

医療費助成制度が充実していない

遊び場が充実していない

子どもの安全への十分な配慮がない

その他

不明・無回答

就学前児童（N=113）

小学校児童（N=130）
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（13） 

野洲市（お住まいの地域）における子育ての環境や支援への満足度について、あて

はまる番号（１ 満足度が低い ⇔ ５ 満足度が高い）に〇をつけてください。（１

つに○） 

【就学前児童 問 36】【小学校児童 問 20】 

� 就学前児童では、「３」が48.5％で最も高く、次いで「４」が27.8％、「２」が17.0％、

「５」が2.4％、「１」が1.8％となっています。 

� 小学校児童では、「３」が45.9％で最も高く、次いで「４」が27.8％、「２」が16.8％、

「５」が3.0％、「１」が4.7％となっています。 

 

 

1.8

4.7

17.0

16.8

48.5

45.9

27.8

27.8

2.4

3.0

2.0

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=493)

小学校児童

（N=464)

1（満足度が低い） 2 3 4 5（満足度が高い） 不明・無回答


